
時間外労働時間外労働のの上限規制上限規制についてについて
1�

労
働
基
準
法
に
お
け
る 

労
働
時
間
の
定
め

労
働
時
間
は
労
働
基
準
法
に
よ
り
上
限
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
労
使
の
合
意
に
も
と
づ
く
所
定
の

手
続
き
を
と
ら
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
延
長
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
法
律
で
定
め
ら
れ
た
労
働
時
間
の
限
度

�

１
日
８
時
間
、
週
40
時
間

〇
法
律
で
定
め
ら
れ
た
休
日

�

毎
週
少
な
く
と
も
１
日

こ
れ
ら
を
超
え
る
に
は
、
労
使
間
で
36
協
定
を

締
結
し
、
労
働
基
準
監
督
署
へ
の
届
出
が
必
要
で

す
。2

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
は
、
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
基
準
法
に

よ
り
法
定
化
さ
れ
、
平
成
31
年
４
月
（
中
小
企
業

は
令
和
２
年
４
月
）
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
建
設
業
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

〇�

時
間
外
労
働
の
上
限
は
原
則
と
し
て
月
45
時

間
・
年
360
時
間

〇�

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
な
い

〇�

臨
時
的
な
特
別
な
事
情
が
あ
っ
て
労
使
が
合
意

す
る
場
合
で
も
以
下
が
限
度

・
時
間
外
労
働
時
間
が
年
720
時
間
以
内

・�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
が
月
100
時
間

未
満

・�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
に
つ
い
て
２

～
６
か
月
平
均
80
時
間
以
内

・�

時
間
外
労
働
が
月
45
時
間
を
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
年
６
回

ま
で

〇�

建
設
の
事
業
の
う
ち
、
災
害
時
に

お
け
る
復
旧
及
び
復
興
の
事
業
に

限
り
、
令
和
６
年
４
月
以
降
も
次

の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

・�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計

が
月
100
時
間
未
満

・�

時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計

に
つ
い
て
２
～
６
か
月
平
均
80
時

間
以
内

3�

労
働
基
準
法
の 

労
働
時
間
の
考
え
方

〇�

使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
あ
る
時

間
を
い
う
。
使
用
者
の
明
示
ま
た

は
黙
示
の
指
示
に
よ
り
労
働
者
が

業
務
に
従
事
す
る
時
間
は
労
働
時

間
に
あ
た
る
。

例
：�

手
待
時
間
、
着
替
え
、
作
業
準

備
等
の
時
間
、
安
全
教
育
な
ど

の
時
間

4�

労
働
基
準
監
督
署 

36
協
定
届
の
様
式

〇�

月
45
時
間
超
の
時
間
外
・
休
日
労

働
が
見
込
ま
れ
る
か
、
災
害
時
の

復
旧
・
復
興
の
対
応
が
見
込
ま
れ

る
か
に
よ
り
以
下
の
４
種
類
の
届

出
様
式
が
あ
る
。

・�

月
45
時
間
超
の
時
間
外
・
休
日
労

働
が
見
込
ま
れ
ず
災
害
時
の
復

旧
・
復
興
の
対
応
が
見
込
ま
れ
な

い
場
合�

⇒
様
式
第
９
号

・�

月
45
時
間
超
の
時
間
外
・
休
日
労

働
が
見
込
ま
れ
災
害
時
の
復
旧
・

復
興
の
対
応
が
見
込
ま
れ
な
い
場

合�

⇒
様
式
第
９
号
の
２

・�

月
45
時
間
超
の
時
間
外
・
休
日
労

働
が
見
込
ま
れ
ず
災
害
時
の
復

旧
・
復
興
の
対
応
が
見
込
ま
れ
る

場
合�

⇒
様
式
第
９
号
の
３
の
２

・�

月
45
時
間
超
の
時
間
外
・
休
日
労

働
が
見
込
ま
れ
災
害
時
の
復
旧
・

復
興
の
対
応
が
見
込
ま
れ
る
場
合�

�

⇒
様
式
第
９
号
の
３
の
３

7
月
5
日（
木
）午
後
2
時
よ
り
、
五
宮
神

社
で
第
41
回
安
全
祈
願
祭
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
行
事
は
例
年
、
全
国
安
全
週
間
の
本

週
間
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

神
主
に
よ
る
祝
詞
奏
上
の
後
、
根
塚
三
起

生
県
連
会
長
、
来
賓
の
富
山
県
労
働
局
健
康

安
全
課
長
、
浅
野
浩
幸
氏
、
建
設
業
労
働
災

害
防
止
協
会
富
山
県
支
部
専
務
、
上
田
拓
夫

氏
、
富
山
県
建
設
国
民
保
険
組
合
理
事
長
、

丸
田
和
重
氏
に
よ
る
玉
串
奉
奠
が
あ
り
、
労

全
建
総
連
の
教
宣

担
当
と
な
っ
た
私
は
、

7
月
3
日
、
4
日
と
、

第
63
期
、
教
宣
大
学

に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

教
宣
部
と
は
新
聞

記
事
を
書
く
よ
う
に
、

取
材
し
て
記
事
や
コ

ラ
ム
を
書
き
、
組
合

員
の
情
報
や
、
繋
が

り
を
深
め
る
重
要
な
組
織
で
、
担
当
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
と
親
睦
を
深
め
る
企
画
だ
。

通
常
は
3
日
間
泊
ま
り
込
み
で
夜
中
ま
で
記
事
を

作
り
上
げ
る
、
恐
れ
ら
れ
る
大
学
だ
が
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
で
3
年
間
W
E
B
な
ど
で
対
面
無
し
で
行

い
4
年
ぶ
り
開
催
と
な
っ
た
が
、
大
勢
で
の
泊
ま
り

込
み
は
い
ま
だ
心
配
と
い
う
こ
と
で
日
中
の
み
の
2

日
間
と
な
っ
た
。

会
場
は
分
散
訓
練
で
6
コ
ー
ス
に
分
か
れ
高
田
の

馬
場
駅
近
く
の
会
議
室
と
会
館
に
分
か
れ
行
わ
れ
た
。

私
は
、
初
心
者
コ
ー
ス
で
の
参
加
と
な
り
こ
の
記

事
を
書
き
上
げ
た
。

実
技
講
演
と
し
て
、
元
連
合
通
信
編
集
長
の
、
伊

藤
篤
様
の
講
演
「
取
材
・
記
事
の
書
き
方
」
と
「
機

関
紙
つ
く
り
に
か
け
る
思
い
」
の
二
つ
の
公
演
を
聞

き
、
記
事
に
す
る
と
い
う
内
容
だ
。
全
国
25
県
連
、

90
名
の
参
加
で
み
ん
な
必
死
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
る
音

し
か
聞
こ
え
な
い
真
面
目
な
空
間
だ
。

記
事
つ
く
り
の
基
本
話
と
、
編
集
長
時
代
の
厚
労

省
と
戦
っ
た
話
や
、
企
業
の
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の
手

口
と
等
、
立
場
の
弱
い
側
よ
り
見
る
取
材
を
心
掛
け

な
い
と
真
実
は
見
え
な
い
と
、
頑
張
っ
て
き
た
話
を

頂
い
た
。

労
働
運
動
に
よ
っ
て
仲
間
と
の
一
体
感
を
感
じ
ら

れ
る
紙
面
づ
く
り
を
続
け
て
き
た
功
績
は
大
き
い
。

貴
重
な
公
演
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
本
会
議
に
集
ま
っ
た
参
加
者
と
の
名
刺
交
換

の
際
、
多
く
の
人
が
名
刺
の
裏
面
に
県
連
・
県
労
組

の
目
標
や
活
動
内
容
な
ど
を
記
載
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
本
県
連
で
も
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
た
。富

山
県
連
会
長　

根
塚�

三
起
生

富
山
県
建
築

大
工
技
能
士
会

が
6
月
15
日
、

毎
年
恒
例
の
研

修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
度
は
、

岐
阜
銘
木
協
同

組
合
の
「
特
別

市
」
に
お
い
て
、

各
種
銘
木
や
構

造
材
、
造
作
材
に
ふ
れ
、
そ
の
流
通
価
格
や

品
質
に
つ
い
て
見
学
し
ま
し
た
。

岐
阜
銘
木
協
同
組
合
は
昭
和
22
年
に
設
立

さ
れ
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
に
数
え
ら
れ
る
銘

木
市
場
で
す
。
今
回
の
「
特
別
市
」
で
も
製

品
市
と
原
木
市
が
2
日
間
に
か
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
魚
津
訓
練
校
、
砺
波
訓
練

校
か
ら
訓
練
生
、
卒
業
生
合
わ
せ
て
7
名
と
、

魚
津
、
富
山
、
砺
波
の
各
訓
練
校
の
指
導
員

第第
4141
回回
安
全
祈
願
祭
を
挙
行

安
全
祈
願
祭
を
挙
行

県
下
訓
練
生
た
ち
も「
岐
阜
銘
木
特
別
市
」

「
岐
阜
銘
木
特
別
市
」を
体
験

●安全優良事業所
受賞された事業所代表の方々

事業所名 代表者名 支部名

Style･S沢田工務店 澤田慎太郎 黒　部

㈱廣清工務店 草　悟 志 入　善

中 根 建 設 中 根　章 富　山

鈴 木 興 業 鈴 木 慶 弘 富　山

㈲高桑ハウス工業 高 桑 茂 和 高岡南

吉 川 建 築 吉 川 恒 明 氷　見

矢 倉 建 築 矢 倉 聖 司 城　端

み つ お 建 築 池田美津雄 福　光

働
災
害
の
根
絶
を
祈
願
し
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
安
全
優
良
事
業
所
表
彰
に

移
り
、
根
塚
会
長
よ
り
表
彰
者
に
祝
意
を
述

べ
、
受
賞
事
業
所
の
代
表
ら
に
賞
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

来
賓
の
浅
野
課
長
、
上
田
専
務
よ
り
県
内

の
労
災
の
発
生
状
況
や
留
意
点
な
ど
を
交
え

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
受
け
、
み
つ
お
建

築
代
表
の
池
田
美
津
雄
氏
が
受
賞
者
を
代
表

し
て
謝
辞
を
述
べ
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
さ
ら
に
技
能
士
会
会

員
の
み
な
ら
ず
非
会
員
の
方
々
の
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

砺
波
訓
練
校
3
年
生
の
井い

川が
わ

心じ
ん

君
は
「
普

段
は
扱
う
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
き
な
一
枚

板
や
高
価
な
銘
木
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

岐
阜
銘
恊
「
特
別
市
」
を
見
学
後
、「
岐

阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
」
を
訪

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
県
連
の
根
塚
会
長

が
そ
の
博
識
ぶ
り
を
披
露
さ
れ
、
参
加
者
を

前
に
ガ
イ
ド
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
丁
寧
な

説
明
に
は
、
参
加
者
か
ら
も
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
た
め
に
な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
が
、
訓
練

生
か
ら
も
「
ぜ
ひ
来
年
も
参
加
し
た
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

富
山
県
建
築
大
工
技
能
士
会

�

会
長　

平
井��

健
司

初
の
教
宣
大
学
に

参
加
し
て
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いろんな人との横のつな
がりが仕事に繋がる

ん
な
こ
と
を
や
っ
て
き
た
が
、
そ
の

流
れ
で
今
で
も
い
ろ
い
ろ
声
を
か
け

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

2
月
に
は
同
級
生
の
息
子
が
監
督

を
務
め
た
短
編
映
画
「
ゆ
」
に
出
演

し
た
。
富
山
の
銭
湯
が
舞
台
で
、
５

月
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
も
上
映

さ
れ
た
作
品
。
私
は
漁
師
役
で
、
主

人
公
の
隣
で
世
間
話
を
し
な
が
ら
体

を
洗
っ
て
い
る
と
彫
り
物
を
し
た
人

が
入
っ
て
き
て
…
と
い
う
話
。
１
日

６
時
間
の
撮
影
が
２
日
間
あ
り
、

ず
っ
と
裸
で
過
ご
し
た
（
笑
）。

Ｑ　

大
工
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

父
が
大
工
で
、
小
学
校
高
学
年

の
頃
か
ら
片
付
け
の
手
伝
い
な
ど
で

大
工
現
場
に
出
入
り
し
て
い
た
。
中

学
生
に
な
る
と
「
外
で
ア
ル
バ
イ
ト

す
る
く
ら
い
な
ら
現
場
で
釘
を
打
て
」

と
言
わ
れ
、
現
場
へ
。
今
に
し
て
思

え
ば
、
そ
う
や
っ
て
大
工
の
道
へ
と

上
手
く
誘
導
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

う
。
お
か
げ
で
中
学
二
年
の
頃
に
は
、

い
っ
ぱ
し
の
大
工
の
よ
う
に
釘
を
手

一
杯
に
持
っ
て
打
て
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
中
学
卒
業
後
は
富
山
工
業

高
校
建
築
科
に
入
学
。
卒
業
後
す
ぐ

に
大
工
に
な
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

父
か
ら
、
図
面
を
見
た
り
描
い
た
り

で
き
る
人
材
が
必
要
だ
と
言
わ
れ
、

上
市
町
の
工
務
店
に
入
社
し
た
。
そ

こ
で
１
年
間
現
場
監
督

を
務
め
な
が
ら
様
々
な

こ
と
を
教
わ
っ
た
後
、

大
工
に
な
っ
た
。

Ｑ　

一
般
住
宅
以
外

で
印
象
に
残
っ
て
い
る

仕
事
は
？

Ａ　

地
元
水
橋
の
水
神
社
や
天
満
宮

な
ど
。
自
分
は
宮
大
工
で
は
な
い
が
、

父
の
親
方
が
宮
大
工
で
、
父
自
身
も

寺
の
釣
鐘
堂
を
造
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
若
い
頃
か
ら
宮
仕
事
が
好

き
だ
っ
た
。
神
社
仏
閣
を
見
る
の
も

好
き
で
、
奈
良
や
京
都
に
何
度
も
出

掛
け
細
部
の
つ
く
り
を
じ
っ
く
り
観

察
し
た
。
一
番
お
気
に
入
り
の
建
物

は
“
最
後
の
宮
大
工
”
故
西
岡
常
一

氏
が
再
建
し
た
薬
師
寺
西
塔
。
リ
ズ

ム
が
あ
っ
て
美
し
い
塔
だ
と
思
う
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

手
が
け
て
き
た
そ
う
で
す
が
。

高
校
の
終
わ
り
頃
、
先
輩
に
誘
わ

れ
青
年
団
に
参
加
し
た
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
い
ろ
ん
な
人
と
の
横
の

つ
な
が
り
が
大
き
く
広
が
り
、
多
く

の
友
人
も
で
き
、
仕
事
も
受
注
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
職
人
同
士
の
集
ま
り

で
は
な
く
、
一
般
の
方
と
の
繋
が
り

こ
そ
が
仕
事
の
受
注
に
繋
が
る
。
今

で
も
こ
う
し
て
大
工
の
仕
事
を
続
け

て
い
ら
れ
る
の
も
、
横
の
つ
な
が
り

が
あ
っ
て
こ
そ
。
若
い
時
か
ら
い
ろ

富山地協　水橋支部
飯田 政浩さん

フルハーネス型墜落制止用器具、丸のこ等取扱い作
業従事者の特別教育と木造建築物の組立て等作業主任
者技能講習を下記の日程で、いずれも県連会館で実施
しました。
本年度の県連での研修は終了しましたが、「丸のこ」
と「木建作業主任者」の資格は建設キャリアアップシ
ステムの能力評価において必要な資格であり、「フル
ハーネス」は法令の改正にともない、特別教育の対象
となったことから、未受講の方は次回の受講をお願い
します。

研修名 開催日時 受講
者数

【参考】
前年受講者数

フルハーネス
特別教育 ５月17日（水）28人 第１回　53人

第２回　12人

丸のこ特別教育 ７月６日（木） 22人 22人

木建作業主任者
技能講習

６月８日（木）
～９日（金） 22人 21名

フルハーネス・丸のこ特別教育、フルハーネス・丸のこ特別教育、
木建作業主任者技能講習の実施木建作業主任者技能講習の実施

七
月
も
半
ば
に
差
し
掛
か
る
と
、

暑
さ
で
食
欲
が
失
せ
ま
す
ね
。
こ

ん
な
日
に
ゃ
素
麵
で
し
ょ
う
。

我
が
砺
波
に
は
『
大お

お

門か
ど

素そ
う

麵め
ん

』

が
あ
り
ま
す
。
砺
波
市
大
門
地
区

で
今
も
変
わ
ら
ず
作
り
続
け
ら
れ

て
い
る
『
大
門
素
麵
』。
昭
和
初

期
に
は
60
軒
以
上
の
農
家
で
作
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
10
軒
の

生
産
者
が
伝
統
的
な
形
と
味
を
守

り
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
職
人

技
で
す
ね
。
昔
な
が
ら
の
袋
に
生

産
者
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
の
も

職
人
の
魂
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

私
の
住
む
苗の

う

加か

地
区
に
も
そ
の

味
を
継
承
し
続
け
る
職
人
が
い
ま

す
。
生
産
者
名
が
「
鈴
木
正
」
さ

ん
と
な
っ
て
い
た
ら
こ
の
方
で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
御
年
75
歳
で
「
あ

と
1
年
、
あ
と
1
年
と
や
っ
と
る

け
ど
、
も
う
仕
舞
い
や
ち
ゃ
」
と
、

愛
想
ん
無
い
話
を
。
毎
年
、
夏
バ

テ
知
ら
ず
に
居
ら
れ
る
の
も
、
こ

の
生
産
者
の
苦
労
の
賜
物
で
す
。

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

『
大
門
素
麵
』
は
熱
湯
で
の
茹

で
時
間
、
水
し
め
次
第
で
味
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
し
っ
か
り
し
た

コ
シ
の
あ
る
素
麵
は
食
べ
応
え
が

あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
実
感
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

6
月
の
初
め
に
福
井
県
の
林
さ
ん

か
ら
「
北
信
越
地
協
と
し
て
集
ま
っ

た
仲
間
の
皆
さ
ん
と
再
会
し
た
い
」

と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
集
合
場
所

は
長
野
県
と
の
こ
と
で
し
た
。

後
日
に
長
野
建
労
の
中
山
さ
ん
か

ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
平
成
29
年

か
ら
令
和
2
年
の
4
年
間
、
県
の
会

長
（
委
員
長
）
し
た
者
同
士
が
久
し

ぶ
り
に
集
ま
る
と
の
こ
と
で
す
。

6
月
27
日（
火
）～
28
日（
水
）に
長

野
駅
午
後
4
時
集
合
、
久
し
振
り
に

6
人
が
一
堂
に
顔
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
車
で
移
動
し
川
中
島
古
戦

場
跡
を
見
学
し
、
中
山
英
治
さ
ん
か

ら
説
明
を
受
け
た
後
、
ス
ナ
ッ
プ
写

真
に
納
ま
り
ま
し
た
。

宿
泊
は
松
代
温
泉
・
黄
金
の
湯
・

松
代
荘
へ
、
到
着
後
直
ぐ
に
缶
ビ
ー

ル
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
黄
金
の
湯
へ
、
此
処
の
湯
は
黄

金
と
い
う
よ
り
、
泥
湯
と
い
っ
た
ほ

７
月
12
日（
水
）に
魚
津
建
築
高
等

職
業
訓
練
校
の
ご
尽
力
の
も
と
令
和

５
年
度
伝
統
工
法
体
験
学
習
会
が
新

川
地
区
で
開
催
さ
れ
、
訓
練
校
指
導

員
や
訓
練
生
ら
38
名
が
参
加
し
ま
し

た
。当

日
の
研
修
先
は
Ý
Ｋ
Ｋ
滑
川
工

場
で
の
住
宅
建
材
製
造
過
程
の
見
学
、

百
河
豚
美
術
館
で
の
古
美
術
品
の
鑑

賞
（
朝
日
町
）、
善
功
寺
内
陣
天
井

画
の
見
学
（
黒
部
市
）、
全
龍
寺
の

本
堂
見
学
（
黒
部
市
）、
⑤
松
楼
閣

の
建
物
・
庭
園
の
見
学
と
盛
り
だ
く

さ
ん
行
程
で
し
た
。

参
加
者
は
Ｙ
Ｋ
Ｋ
滑
川
工
場
で
は

製
造
ラ
イ
ン
で
は
素
材
や
製
造
方
法
、

善
功
寺
で
は
天
井
画
が
描
か
れ
た
由

来
や
年
代
、
松
楼
閣
で
は
数
寄
屋
造

り
建
物
や
独
特
な
雨
戸
の
構
造
な
ど

に
つ
い
て
、
対
応
い
た
だ
い
た
会
社

続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
苗
加
地

区
内
で
も
私
の
住
む
九く

本ほ
ん

杉す
ぎ

常
会
の

『
九
本
杉
』
と
は
？

（
碑
よ
り
）慶
長（
西
暦
一
五
九
六
～
一

六
一
五
年
）の
頃
村
に
住
む
山
伏
に
娘

あ
り　

高
瀬
村（
現
在
の「
南
砺
市
高

瀬
」）に
嫁
い
だ
が
年
若
く
し
て
夫
に

死
別
、世
の
無
常
を
感
じ
村
に
帰
り
剃

髪
し
て
庵
を
作
り
、念
仏
三
昧
の
生
活

を
送
っ
た
。年
老
い
て
臨
終
の
枕
辺
に

同
族
を
集
め
、「
我
が
死
後
屍
を
埋
め

て
一
杉
を
植
え
よ　

修
験
現
わ
れ
ば

九
枝
に
別
れ
九
品
浄
土
に
往
生
せ
り

と
知
る
べ
し
。も
し
八
枝
に
な
れ
ば
八

万
地
獄
に
落
ち
た
り
と
思
う
べ
し
」と

言
い
残
し
た
。年
な
ら
ず
し
て
杉
は
九

枝
に
分
れ
た
と
伝
え
る
。こ
の
伝
説
を

秘
め
た「
九
本
杉
」は
一
樹
う
っ
そ
う

と
し
て
森
を
な
し
、こ
の
地
の
道
し
る

べ
と
な
り
休
憩
所
と
し
て
人
々
の
心

を
慰
め
た
が
、樹
齢
の
老
化
と
環
境
激

変
に
抗
し
き
れ
ず
辛
酉
暮
れ
伐
採
に

至
る
。

私
が
幼
き
頃
か
ら
伝
え
聞
い
た
伝

説
で
す
が
、
小
学
生
の
頃
（
45
年
程

前
）
伐
採
さ
れ
、
往
年
の
樹
影
を
称

え
石
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
地
元

で
は
こ
の
言
い
伝
え
を
偲
び
、
毎
年

八
月
一
日
、
九
本
杉
跡
で
地
蔵
祭
り

を
催
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
砺
波
市
の
南
部
に
位
置
す

る
苗
加
地
区
が
私
の
自
慢
す
べ
き
在

所
で
す
。

（
投
稿
／
砺
波
支
部　

永
井
加
寿
雄
）

鈴木�正氏

う
が
ピ
ッ
タ
リ
の
お
湯
で
し
た
。
し

か
し
湯
冷
め
し
な
い
良
い
湯
で
し
た
。

後
は
お
楽
し
み
の
宴
会
場
へ
。
皆

さ
ん
一
言
ず
つ
挨
拶
を
し
て
頂
い
た

あ
と
、
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
楽

し
く
懇
談
し
ま
し
た
。

「
来
年
は
北
信
越
の
中
心
地
富
山
で

お
願
い
」
と
言
わ
れ
、
快
く
お
引
き

受
け
し
て
き
ま
し
た
。（
松
田　

昇
）

関
係
者
、
住
職
等
に
熱
心
に
質
問
し

研
鑽
を
積
み
ま
し
た
。

当
日
は
豪
雨
の
な
か
の
研
修
と
な

り
ま
し
た
が
、
一
部
を
除
き
、
ほ
ぼ

雨
間
に
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
り
、
充
実
し

た
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

北
信
越
Ｏ
Ｂ
会
開
催

北
信
越
Ｏ
Ｂ
会
開
催

伝
統
工
法
体
験
学
習
会
開
催
さ
れ
る

映
画「
ゆ
」は
、７
月
29
日
～
８
月
11
日
、富

山
市
総
曲
輪
の
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー「
ほ
と
り
座
」

で
上
映（
土
日
は
監
督
の
舞
台
挨
拶
あ
り
）

わが町、在所の
ふるさと自慢ふるさと自慢

九九
くく
本本
ほんほん
杉杉
すぎすぎ
跡跡（砺波市苗加地区）（砺波市苗加地区）

（写真左から）長野・中山さん、新潟・浅野さん、
石川・加藤さん、福井・林さん、富山・松田さん

�▲カリンの天板、ローズ
ウッドの束、黒檀の框、
タモの地板の違い棚

天満宮

�▲浜黒崎の蕎麦屋「松涛庵」のオール杉で�
できた東屋（左）とオール桧の外部階段（右）
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「匠」No.214  令和５年４月25日号の 
訂正とお詫び

前号「匠」 に掲載した県連役員体制のなかで、 高岡南支部の 
松村満氏の記載が抜けておりましたので、 本号で訂正しお詫び 
申しあげます。

役��職 新任・再任 氏��名 専門委員会 支��部
理事 新任 松村　満 制度部会長 高岡南

令
和
５
年
７
月
25
日（
火
）午
後
２

時
よ
り
通
常
組
合
会
を
開
催
し
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
感

染
症
へ
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、
富
山

県
建
築
会
館
２
階
大
会
議
室
に
お
い

て
３
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
議
案
第
１
号

組
合
会
議
長
及
び
副
議
長
選
任
の
件

●
議
案
第
２
号

令
和
４
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組

合
事
業
報
告
承
認
の
件

●
議
案
第
３
号

令
和
４
年
度
富
山
県
建
設
国
保
組

合
歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

丸
田
理
事
長
挨
拶
の
あ
と
富
山
県

建
築
組
合
連
合
会
根
塚
会
長
よ
り
来

賓
祝
辞
を
賜
り
、
組
合
会
議
員
改
選

後
の
最
初
の
組
合
会
と
な
る
こ
と
か

ら
議
案
１
号
で
水
持
安
弘
（
射
水
）

議
長
、
山
本
孝
之
（
立
山
）
副
議
長

を
選
任
し
、
そ
の
後
新
議
長
に
よ
る

通
常
組
合
会
を
開
催

4
月
27
日（
木
）シ
ニ
ア
の
会
視
察

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
視
察

研
修
会
の
開
催
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
平
成
31
年
以

来
の
開
催
と
な
り
、
29
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
先
は
岐
阜
県
郡
上
八
幡
市
で

の
せ
せ
ら
ぎ
が
流
れ
る
市
街
地
の
散

策
や
文
化
遺
産
建
築
物
等
を
見
学
し
、

そ
の
後
、
白
川
村
の
国
指
定
重
要
文

全
建
総
連
第
39
回
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
出
場
に
向
け
て
の
県
連
勉

強
会
（
5
月
21
日（
日
））、
県
連
予

選
会
（
6
月
18
日（
日
））
が
、
㈱
畑

山
大
工
の
畑
山
政
喜
氏
が
講
師
と
な

り
4
名
の
競
技
者
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

競
技
課
題
と
し
て
は
四
方
転
び
踏

台
で
、
木
削
り
、
墨
付
け
、
部
材
仕

口
、
組
立
に
つ
い
て
本
大
会
に
向
け

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

議
事
進
行
の
も
と
、
事
務
局
か
ら
各

議
案
説
明
が
行
わ
れ
、
提
出
さ
れ
た

全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
会
の
議
事
に
先
立
ち
、

令
和
４
年
度
の
健
康
優
良
家
庭
表
彰

が
行
わ
れ
、
最
長
12
年
の
無
診
療
者

を
含
む
14
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

国
の
２
0
２
４
年
度
に
向
け
た
予

算
編
成
が
始
ま
る
時
期
と
な
る
こ
と

か
ら
、
厚
労
省
が
作
成
す
る
概
算
要

求
に
「
国
保
組
合
に
対
す
る
補
助
金

の
現
行
水
準
が
確
保
」
さ
れ
る
よ
う
、

全
国
の
仲
間
と
共
に
「
全
建
総
連
７
．

７
予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」
に

全
国
の
仲
間
と
共
に
参
加
し
、
地
元

国
会
議
員
要
請
も
行
っ
て
予
算
要
求

運
動
の
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国
庫
補
助
の
現
行
水
準
確

２
０
２
４
年
度
の
国
保
予
算

確
保
に
向
け
た
要
請
行
動

保
の
た
め
「
組
合
員
一
人
２
枚
運
動
」

と
し
て
取
組
ん
だ
要
請
ハ
ガ
キ
7
，

0
７
５
枚
を
厚
労
省
に
向
け
７
月
24

日
に
投
函
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
２
７
9
回
理
事
会
（
５
月
19
日

開
催
）
に
お
い
て
、
２
月
の
通
常
組

合
会
で
承
認
さ
れ
た
「
富
山
県
建
設

国
民
健
康
保
険
組
合
法
令
遵
守
実
践

計
画
」
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
の

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
決
定
し

ま
し
た
。

・
法
令
遵
守
担
当
理
事

�

田
知
本
亮
常
務
理
事

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
責
任
者

�

山
本
芳
晴
事
務
局
長

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
管
理
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

令
和
5
年
度

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

シニアの会 
第36回パークゴルフ大会

優勝は高木嘉則氏（西高岡）

開催日：令和5年5月24日（水）
場　所：下村パークゴルフ場
参加者：26名

シニアの会パークゴルフ
大会が前回令和3年10月
の開催以来、1年半ぶりに
開催され、参加者が技を競
い合い、親睦を深めました。
上位入賞者は以下のとお

りです。

優勝　高木　嘉則（西高岡）
スコア75

次勝　小松　　昇（射　水）
スコア78

３位　甲谷　邦男（新　湊）
スコア81

視
察
研
修
会
を
開
催

第
39
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

勉
強
会
・
予
選
会

シ
ニ
ア
の
会

全
建
総
連

化
財
の
旧
遠
山
家
の
合
掌
造
り
の
住

宅
を
見
学
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
の
会
の
行
事
と
し
て
は
3

月
の
総
会
・
懇
親
会
に
続
く
も
の
で

あ
り
、
よ
う
や
く
コ
ロ
ナ
の
影
響
か

ら
離
れ
、
通
常
の
活
動
に
戻
れ
た
こ

と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も

に
、
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
1
日
で
し
た
。

県
予
選
会
で
は
根
塚
会
長
、
宮
永

教
育
指
導
委
員
長
、
木
下
技
能
部
会

長
、
畑
山
講
師
が
審
査
し
、
9
月
16

日（
土
）～
18
日（
月
）に
埼
玉
県
熊
谷

市
「
彩
の
国
く
ま
が
や
」
で
開
催
さ

れ
る
本
大
会
出
場
者
に
は
、
石
田
肇

さ
ん
（
小
矢
部
支
部　

可
西
大
工
所

属
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
7
月
29
日（
土
）と
8
月

19
日（
土
）に
勉
強
会
を
行
い
、
本
戦

に
備
え
ま
す
。

・
機
密
文
書
管
理
統
括
責
任
者

�

山
本
芳
晴
事
務
局
長

・
機
密
文
書
管
理
責
任
者

�

水
橋
有
美
給
付
係
長

当
国
保
は
、
組
合
が
定
め
る
規
約

に
該
当
す
る
者
だ
け
が
加
入
で
き
る

健
康
保
険
制
度
の
国
保
組
合
で
す
。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
建
設
就
労
者

の
確
認
に
加
え
職
種
と
労
災
加
入
の

点
検
を
追
加
し
た
調
査
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
般
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
５
月

よ
り
調
査
依
頼
を
開
始
し
て
い
ま
す

が
、
健
康
保
険
適
用
除
外
承
認
事
業

所
の
皆
様
に
は
、
６
月
に
送
付
し
た

調
査
票
を
８
月
10
日（
木
）ま
で
に
国

保
組
合
事
務
局
へ
提
出
さ
れ
る
よ
う

依
頼
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
建
設
国
保
組
合
の

加
入
資
格
確
認

■■メタボリックシンドロームについて■■
食べすぎや運動不足などの生活習慣の乱れから始
まり、内臓脂肪の蓄積に加えて、「高血圧」「高血糖」
「脂質異常」の３つのうち２つ以上が該当した状態
をいいます。
（�単に腹囲が大きいだけではメタボリッ
クシンドロームに当てはまりません。）

放置すれば心筋梗塞や脳梗塞を引き起こす危険が高まります。

まずは特定健診を受診し、ご自身の体を見つめ直しましょう！

地域組合での集団健診と日程が合わない場合や、もう終わってしまっている場合も、下記
健診機関で受診できます。

北陸予防医学協会　富山 富山市西二俣277－3 076－436－1244
北陸予防医学協会　高岡 高岡市金屋本町1－3 0766－24－3221
北陸予防医学協会　とやま健診プラザ 富山市千代田町2－1 076－471－5789
富山市医師会 富山市経堂4－1－36 076－422－4811
友愛健康医学センター 富山市婦中町中名1554－17 076－466－5544
日本健康倶楽部 富山市二口町4－3－1 076－493－1717
JCHO高岡ふしき病院 高岡市伏木古府元町8－5 0766－44－1250

令和５年度の
特定健診が

始まっています

全建総連「予算要求中央総決起大会」
（日比谷野外音楽堂）

全国の仲間と共に開催

要請内容の説明（陳情中）

山本局長、田知本常務、田畑衆議院議
員、丸田理事長

丸田理事長より野上浩太郎参議院議
員(野村秘書)へ要請

厚労省へ投函した要請ハガキ
（7,075枚）

議長：水持安弘氏（射水） 副議長：山本孝之氏（立山）
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職人さんに出会う日
開催について
8月20日（日）

職人さんに出会う日のイベントを
8月20日（日）に以下の県内12会
場で開催します。本イベントは令和
元年の実施後、新型コロナウイルス
感染拡大の影響により中止していた
ため、4年振りの開催となります。
青年部が中心となり実施に向け準備
をすすめており、組合員の皆様はも
とより、知り合いに声をかけていた
だき、多くの方々に参加いただくよ
うお願い申しあげます。
地協 場　所 時　間

新
　
川

五又路�クロスファイブ ９：30～12：00
入善コスモ21 10：00～13：00
メルシーショッピン
グセンター 10：00～13：00

サンプラザ 10：00～13：00
滑川ショッピング
センターエール 10：00～13：00

舟橋オレンジパーク 10：00～13：00
富
山
八尾コミュニティ
センター 10：00～15：00

高
　
岡

おとぎの森
フラワールーム 10：00～15：00

太閤山ランド
こどもみらい館 10：00～15：00

氷見�ショッピングセ
ンタープラファ 10：00～15：00

両
砺
波

砺波�ホームセンターシマヤ 10：00～15：00
福野�ショッピングセ
ンターアミュー 10：00～15：00

●タテのキー
①刺激にあうと体が収縮する海の生物
②しょっぱいっ
③透明で○○○みたいな形のクラゲ
④○○曲、労働○○合
⑤仰向けに浮かび、石で貝を叩く
⑦日が昇り日が沈む場所
⑩世界的に禁止されてます
⑫行政の長
⑮笑う○○には福来る
⑱太刀魚の特徴的な泳ぎ方○○○○○
⑳急○○○、ヘアピン○○○
㉒熱心にうったえます
㉓⇔師匠
㉔○○千本はフグ目の海魚
㉕成長した羊肉はマトン、子羊は？

●ヨコのキー
①賢くて芸達者な水族館の人気者
④ヨコ①は歯○○○類のうちの小形種
⑥十本の足を持つ生物が貯える黒い液体
⑧骨折したときにお世話になる
⑨滝登りしたり、愛とくっついたり
⑩盾とともに、つじつまのあわなさを示す
⑪○○の飽の片思い
⑬出世魚って、つまり七○○○する魚
⑭○○鉄、○○室、○○水
⑯風邪の予防に！
⑰蒲鉾がついてる
⑲貝の家を背負って…
㉑春の七草のひとつ
㉓シピレエイ・シピレウナギ…
㉔歯磨きに使用
㉖プランクトンの大きさは1○○前後
㉗気が多いからすぐ変わる

●先回の解答　イキルタメノチエ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に
決定しました。（敬称略）��
村岡　崇宏（福岡）　　水口　吉廣（加積）

海は広くて大きいね♪

山下　政治（城端）　　釈永あずさ（立山）　　小林　裕一（魚津）
●応募方法　Ａ～Fの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵
便番号・住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記まで
お送りください。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数の場
合は抽選）に1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者は
匠216号で発表します。

●応募締切日　令和５年９月６日（水）消印有効
●送付先
・�〒939-8251�富山市西荒屋25-４　富山県建築組合連合会��
クロスワードパズル係
・FAX：076-428-8277

団体は前年に続き魚津チーム、団体は前年に続き魚津チーム、
個人は高瀬春人個人は高瀬春人氏（魚津）氏（魚津）が優勝が優勝

第30回 �県連ゴルフコンペ

団体の部
優勝　魚津チーム
次勝　般若野チーム
３位　新湊チーム

個人の部
優勝　高瀬 春人（魚津）NET69.8
次勝　藤澤 佳史（城端）NET70.4
３位　矢次 郁崇（砺波）NET71.8
ベストグロス賞 
　　　坂口 謙二（婦中）トータル 77

開催日：令和５年６月22日（木）
場　所：太閤山カントリークラブ
参加者：97名（26組）

●
物
故
会
員
名

（
令
和
５
年
４
月
13
日
～
７
月
20
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

高
岡
東
部

要
堺　

史
吉

47
歳

氷

見

方
山　

隆
光

63
歳

氷

見

下
野　

義
明

86
歳

黒

部

小
森　

猛
志

67
歳

西
高
岡

牧
田　

吉
治

79
歳

富

山

西
村　

利
一

89
歳

砺

波

畑　
　

孝
博

71
歳

以
上
７
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

私
の
お
父
さ
ん
は
大
工
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
家
は
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
父

さ
ん
が
作
り
ま
し
た
。
木
が
た
く
さ
ん

使
っ
て
あ
る
た
め
、
と
て
も
温
か
み
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
友
達
が
家
に
遊
び
に
来

た
と
き
も
「
お
し
ゃ
れ
だ
ね
」、「
い
い
匂

い
」
と
い
っ
て
く
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

私
が
産
ま
れ
た
と
き
か
ら
こ
の
家
に
住

ん
で
い
る
の
で
分
か
ら
な
い
で
す
が
、
木

を
多
く
使
っ
て
い
る
家
は
、
多
く
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
使
う
木
に
こ
だ

わ
り
、
家
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

お
客
さ
ん
の
家
を
つ
く
る
と
き
に
は
、

自
分
の
寝
室
を
見
せ
た
り
子
供
部
屋
を
見

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

お
客
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
、
要
望
に

応
じ
て
部
屋
を
こ
わ
し
た
り
と
、
お
客
さ

ん
が
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
家
を
つ
く
っ

て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　

星屋 吉宏
（両砺地協�砺波支部）

県
青
協
副
議
長
の
星
屋
と
申
し
ま

す
。
先
日
７
月
9
日（
日
）よ
り
２
日

間
、
北
海
道
札
幌
市
に
て
全
建
総
連

第
30
回
全
国
青
協
交
流
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
運
よ
く
参
加
す
る
機

会
を
頂
き
、
仕
事
の
ヒ
ン
ト
も
得
ら

れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

富
山
県
か
ら
参
加
し
た
の
は
梧
桐

全
国
幹
事
、
川
波
議
長
、
安
達
副
議

長
と
私
の
計
４
名
で
し
た
。
各
都
道

全
国
青
協
交
流
集
会
に

参
加
し
て

府
県
よ
り
１
名
～
十
数
名
が
参
加
し
、

当
日
の
参
加
人
数
は
合
計
２
２
１
名

の
盛
大
な
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
２

日
目
は
開
拓
の
村
見
学
で
し
た
が
割

愛
し
ま
す
。

県
メ
ン
バ
ー
は
個
々
に
テ
ー
ブ
ル

に
配
さ
れ
、
初
顔
合
わ
せ
の
仲
間
と

相
談
し
な
が
ら
図
案
を
練
り
、
全
建

総
連
の
新
ロ
ゴ
を
描
き
あ
げ
ま
し
た
。

催
し
が
企
画
さ
れ
た
全
国
大
宴
会
を

し
た
後
、
北
信
越
メ
ン
バ
ー
で
の
二

次
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
女
子
を
含

め
15
人
ほ
ど
の
集
ま
り
で
、
大
盛
況

で
し
た
。

札
幌
市
開
催
と
あ
り
、
さ
ら
に
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
夜
の
街
へ
と
散
り

ま
し
た
。
大
変
な
経
済
効
果
を
も
た

ら
し
た
で
し
ょ
う
。

宴
会
で
は
各
地
の
方
言
が
飛
び
交

い
、
互
い
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
で
し
た
。
富
山
の
組
合
は
半
分

が
大
工
さ
ん
で
す
が
、
他
県
で
は
大

工
さ
ん
が
３
割
以
下
で
あ
っ
た
り
、

代
表
役
員
も
電
気
屋
さ
ん
、
土
木
屋

さ
ん
、
配
管
屋
さ
ん
で
あ
っ
た
り
と

様
々
で
す
。
し
か
し
、
共
通
す
る
話

題
は
「
賃
金
ア
ッ
プ
」
と
「
若
い

職
人
増
加
」
の
期
待
で
す
。

一
例
で
す
が
、
大
工
か
ら
電
気

工
事
に
業
態
転
換
し
て
賃
金
を
上

げ
た
方
、
茅
葺
職
人
と
し
て
全
国

を
回
る
方
、
軽
井
沢
な
ど
の
別
荘

建
築
を
専
門
に
手
掛
け
る
方
、
大

工
と
塗
装
業
を
兼
業
し
て
業
務
効

率
化
を
図
る
方
、
16
歳
で
代
理
参

加
し
交
流
を
図
る
方
と
出
会
い
ま

し
た
。
話
せ
ば
話
す
ほ
ど
、
皆
さ

ん
の
個
性
が
光
り
ま
し
た
。

自
分
の
価
値
向
上
＝
希
少
性
向

上
⇒
魅
力
と
賃
金
向
上
。
需
要
は

あ
る
が
競
争
率
の
低
い
場
所
に
身

を
お
く
。
そ
の
方
法
は
多
種
多
様

で
す
。
今
回
参
加
で
は
な
く
恐
縮

で
す
が
、
大
人
気
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ｒ
「
大
工
の
正し

ょ
う
や
ん
」
さ
ん

（
福
井
県
）
も
お
ら
れ
ま
す
。
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

前
向
き
で
熱
い
気
持
ち
を
持
っ

た
方
ば
か
り
で
し
た
。
感
化
さ
れ
、

勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

事
が
組
合
活
動
の
魅
力
と
映
れ
ば

幸
い
で
す
。

●今回のお父さん
両砺波地協�城端支部　三島�智治さん写真・文／三

み

島
しま

楓
ふう

叶
か

さん
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